京大広報 No. 381 by 京都大学広報委員会
Title京大広報 No. 381
Author(s)











次期総長に西島安員lj現総長を再選……....・ H ・.. 820 
京都大学市民講座
「はな」講演要旨（その2）…・・………....・ H ・.820 
名誉教授称号授与式・……...・ H ・H ・H ・－…...・ H ・－…・ 822
宇治地区の年末特別消防訓練……・・・……・・…・・… 823
＜紹介＞









































加藤 幹太 新 田博術
河合隼雄 日 高敏隆





































































































































































































絡 ・初期消火 ・避難・救出 ・物品搬出等，一連の
総合訓練を行い自衛消防団の消防車による放水訓
練のほか字治市消防署ーからも消防車，ハシゴ車，
救急車等が出動した。
上記のほか，各研究所 ・セジタ一等からそれぞ
れ3～5名の教職員によって消火器による消火訓
練並びに水圧検査を兼ねたクス玉割りを催した。
なお，訓練終了後，自衛消防団員によって，構
内屋外消火栓の点検を行った。教職員，学生諸君
には，日頃から火災予防に協力願っているが，な
お一層の認識と理解を深めていただくようお願い
したい。 （宇治地区自衛消防団）
宇治地区の年末特別消防訓練 （消火器による消火訓練）
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教養部・文学教室
本教室の存在する恨拠は，「国立大学の学科及
び課程並びに講座及び学科目に関する省令」の別
表に定めるところにより，京都大学教養部に，学
科目としての「文学」が置かれているためであ
る。文学教室の発足は，昭和24年，旧制第三高等
学校を母胎として京都大学分校が設置せられた時
に， 16の教室が編成せられたのであるが，国語 ・
国文学担当の教官2名が，学科目名文学の名を称
した文学教室に所属することとされたことを起原
とする。溺来本教室の構成員は，国語学及び国文
学の専攻者（現在4名）を以てする。「文学」の
字義に則すれば，東西諸国の文学の専門家を以て
充すべきものの如くであるが，学科目表には国語
関係のものは存在しないから，その場合は教養部
に国語担当者の所在がなくなるのである。現在，
文芸理論や諸外国の文学を内容とする授業は，諸
外国語教室の協力の下に実施せられており，それ
が最も現実的なやり方であると考えられる。
本教室に過去及び現在在籍の教官計7名の中，
国文学専攻者2名に対し，国語学専攻者5名であ
るという国語学優位は，世の大学の常識を超えた
比率である。しかもそれらの人々の研究領域の多
くが，期せずして，文法論・表現論の方面に集中
し，この分野での先駆的業績を多数生産して来た
ことは，本教室の一大特色と目すべきものであ
る。
専門の性質上，本教室は特別の施設 ・器機等と
は縁が無く，比叡山 ・如意ケ撤の絶佳の眺望と図
書があるのみである。蔵書中に，林文庫と津潟文
庫の両コレクションを含む。林文庫は第三高等学
校教授林森太郎氏の旧蔵書で，昭和15年4月，
林森太郎先生記念会より第三高等学校に寄贈せ
られたもので，本教室において保管している。 80
部294冊の江戸時代刊本より成る。国文学関係の
領域で，つとめて保存状態良好の美本が蒐集せら
れている。中に，赤本（仮題）『福神あそび』（柱刻
「こほう」） 1冊（表紙写真），羽川珍重画作。黒
本『男鳴神』（柱刻による） 3冊，画は鳥居清満
風。黒本 ・菅本『せいめい歌占』（柱刻による），
二十五丁改装l冊，富川房信画，H出本『はなしと
り』原小本3冊改装1冊， 等の稀観書を含む。深
潟文庫は，当時文学部名誉教授であられた津潟久
孝博士の蒐集せられし明治時代の刊行物を，昭和
32年10月本教室が一括購入したもの。図書約430
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冊と外に，囲々珍聞 ・大阪滑稽新聞がある。本コ
レクションは，雑多な小冊子を含む放に却って明
治文化考究の好資料である。圏々珍聞は，明治10
年10月20日発行の31号より，明治38年3月7日発
行の1528号までの範囲で510余号分を，大阪滑稽
新聞は，明治41年11月3日発行の第1号より大正
2年8月15日発行の114号までの範囲で61号分を
存する。
これらのコレクションの外に，教室に於て収集
せられた和古書には抄物資料が多く，天文23年書
写の『醤方大成抄』，曹洞宗の僧洞谷の撰『古今
全抄』の永禄11年転写本，僧某の語録を抄したも
のの一部と考えられる中世末期写本『語録カナ
抄J（仮題），浄土宗の僧円応の講義を聞書きした
『妙続大師語録』の寛永13年転写本などの写本，
『庖言抄』（元和6年刊），『臨済語録抄』（寛永9
年刊），『局方発揮』（寛永20年刊），『無門関私室長、』
（慶安3年刊）などの古刊本を蔵する。時代と共
に和古書の価格は高騰し，且つ現在では，カタロ
グ掲載の古書は寸刻を争う争奪的状況に立ち至っ
たから，教室に於いての購入はなし難く，近年の
教室予算は，多量に生産せられる現代の研究書・
翻刻資料・工具書の類を追跡するのに手一杯の有
様である。 （教養部）
巨E
田杉 競名誉教授
木学名誉教授回杉競先生は， 11月13A逝
去された。享年810
先生は，昭和7年京都帝国大学経済学部を卒業
後，本学助手，講師，助教授を経て，昭和24年経
済学部教授に就任，同47年停年により退官され，
京都大学名誉教授の称号を授与された。この間，
33年 1月から34年1月まで経済学部長， 37年6月
から39年6月まで附属図書館商議会商議員を歴任
され大学の管理運営に貢献された。
本学退官後は，京都学園大学教授（教学部長，
学長），七尾短期大学教授を歴任された。
先生の専門は経営学で，中でも戦前には中小企
業論，戦後は人間関係論，経営組織論において数
多くの優れた先駆的研究業績を残された。主な著
書に『下請制工業論』，『人間関係』 ，『現代経営
学総論』，『経営行動科学論』等がある。
これら一連の研究活動，学術上の貢献に対し，
昭和55年勲二等瑞宝章を授与された。
ここに謹んで哀悼の意を表します。
（経済学部）
演凹 裕邦文部事務官
文部事務官前田裕邦氏は，さる11月14日
逝去された。享年33。
同氏は，昭和57年本学原子エネルギー研究所に
就職され，以後経理事務に従事し，とくに通信関
係に精通し，宇治地区電話回線の運用に関する事
務，及び電子計算機の導入に関する諸業務におい
て卓越した手腕を発揮された。
ここに謹んで哀悼の意を表します。
（原子エネルギー研究所）
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